
一
．
主 

題 
豊
か
な
言
語
生
活
を
拓
く
国
語
教
育
の
創
造 

―
問
い
の
生
成
・
探
究
を
楽
し
む
学
び
手
が
育
つ
国
語
単
元
学
習―

 

二
．
日 

時 

令
和
８
年
６
月
７
日
（
日
）
９
：
30
～
12:

45 

※ 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催 

三
．
内 

容 

【
研 

究
】
実
践
提
案
及
び
研
究
協
議 

① 

全
体
提
案 

・
小
学
校
提
案 

 

思
い
出
を
焦
点
化
し
て
伝
え
る
力
を
育
て
る
実
践 

―

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
の
個
別
最
適
な
学
び
を
通
し
て―

 

平 

和
樹
（
越
谷
市
立
花
田
小
学
校
） 

 

・
中
学
校
提
案 

 

生
徒
が
物
語
を
深
く
楽
し
む
た
め
の
、
読
む
こ
と
と
書
く
こ
と
を
往
還
さ
せ
た 

単
元
の
提
案 

廿
樂 
裕
貴
（
御
茶
ノ
水
大
学
附
属
中
学
校
） 

・
高
等
学
校
提
案 

学
習
者
が
作
品
の
意
味
や
価
値
を
見
い
だ
し
、
よ
り
深
く
解
釈
す
る
力
を
高
め
る 

協
調
学
習
の
学
び 

―

文
学
国
語
に
お
け
る
「
協
働
的
・
探
究
的
な
学
び
」
を
通
じ
て―

 

三
沼 

紀
子
（
埼
玉
県
立
浦
和
西
高
等
学
校
） 

② 

校
種
別
分
科
会 

 
 

・
小
学
校
指
導
講
評 

 
 

本
橋 

幸
康
（
埼
玉
大
学
） 

 
 
 

 

河
内 
昭
浩
（
群
馬
大
学
） 

・
中
学
校
指
導
講
評 

 
 

二
瓶 

亮
（
鴻
巣
市
立
川
里
中
学
校
） 

山
下 

直
（
専
修
大
学
） 

・
高
等
学
校
指
導
講
評 

 

熊
谷 

芳
郎
（
聖
学
院
大
学
） 

 
 
 
 
 

初
谷 

和
行
（
武
蔵
野
大
学
） 

③ 

総
括 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
下 

直
（
専
修
大
学
） 

【
講 

話
】 

苅
谷
夏
子
（
大
村
は
ま
記
念
国
語
教
育
の
会
理
事
長
） 

【
展 

望
】 

甲
斐 

雄
一
郎
（
本
学
会
理
事
長
・
文
教
大
学
） 

 

※
【
講
話
】
は
同
期
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
）
、【
展
望
】
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動
画
配
信
の
予
定
で
す
。 

四
．
参
加
費 

南
部
国
語
の
会
会
員
＝
一
〇
〇
〇
円
、
一
般
＝
二
〇
〇
〇
円
、
学
生
＝
五
〇
〇
円 

 
 

※ 

南
部
国
語
の
会
会
員
は
、
日
本
国
語
教
育
学
会
会
員
と
は
異
な
る
区
分
で
す
。 

五
．
参
加
方
法 

① 

左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
学
会
Ｈ
Ｐ
で
も
Ｕ
Ｒ
Ｌ
付
き
の
ご
案
内
を
い
た

し
ま
す
の
で
合
わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
） 

② 

参
加
費
の
振
り
込
み
が
確
認
で
き
た
ら
、
申
込
時
に
登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
案
内
メ
ー
ル

が
自
動
送
信
さ
れ
ま
す
。（
振
り
込
み
後
、
翌
日
ま
で
に
メ
ー
ル
が
来
な
い
場
合
、
登
録
の
際
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
が
間
違
え
て
い
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
左
記
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
、
必
ず
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
） 

※ 

申
込
・
振
込
期
間
＝
令
和
８
年
５
月
１
日
（
金
）
～ 

６
月
４
日
（
木
） 

六
．
問
い
合
わ
せ 

n
a
n
b
uk

o
k
ug

o
no

k
ai@

g
m
ai

l
.c

o
m 

主
催 

日
本
国
語
教
育
学
会
・ 

南
部
国
語
の
会
・  

共
催 

大
村
は
ま
記
念
国
語
教
育
の
会 

令
和
８
年
度 

第
28
回
国
語
教
育
研
究
会 

埼
玉
県
｟さ
い
た
ま
市
｠地
区
集
会
の
ご
案
内 


